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WilMail受信機能 
 

【事前準備】 
 
WilCommメール受信機能用メールアカウントを作成します。 
 ※WilCommでは、メールサーバーから受信したメールはメールサーバーから削除され 
 ますので、WilComm受信用に専用のメールアカウントを用意します。 

 
 

【WilComm／PCの設定】 
 
� ドメイン名の確認 
 
[スタート]-[プログラム]-[WilComm Universal]-[WilComm Server]を起動します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

[ツール] ‐ [オプション]を開きます。 

 

 

[E メール アドレス ドメイン名]の項目を適切なものに書き換えます。 

 [OK]ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
� POPサーバーの設定 
 
[スタート]-[プログラム]-[WilComm Universal]-[WilMail]を起動します。 
 

 
 
[ツール] – [オプション]を開きます。 
 
 [受信]タブをクリックします。 
 

 
 
[E メール受信可能]のチェックボックスに印を付けます。 
POP サーバー名、POP サーバーアドレスを指定します。 
[受信メールディレクトリー]を H:¥INCOMING に変更します。（すべて大文字） 
 ※ドライブ名は共用フォルダー（QDLS/SI）のネットワークドライブ名にします。 
[OK]ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
� 受信用メールアカウントの設定 
 
[スタート]-[プログラム]-[WilComm Universal]-[WilComm Config]を起動します。 
 
次に、[表示] – [E メール ユーザー]を開きます。 
 
[編集] – [新規作成]を実行します。 
 

 
★「送受信タイプ」は“受信のみ”または“送信と受信”を選択します。 
★「POPユーザー名」、「POPパスワード」にWilComm用のメールアカウント名と 
  パスワードを入力します。 
★「ﾃﾞｺｰﾄﾞした添付ﾌｧｲﾙを保管するﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ」に添付ファイルを保管するフォルダーを 
  指定します。 

※ 添付ファイルの内容を AS/400に取り込む場合は、共用フォルダー（QDLS/SI）に 
保管用フォルダーを作成し、そのフォルダーを指定するようにします。 

 
 
 
以上で、メール受信のためのＰＣサーバー側の設定は終了です。 
 
 
 
 
 
 
 



【WilComm／ASの設定】 
 
� 受信したメールによる、ユーザーアプリケーションの自動起動の設定 
 
AS/400 にユーザーQSECOFR でサインオンします。 
 
コマンドラインから GO W を実行して WilComm のメインメニューを表示させます。 
  
MN000101          WILCOMM スプールファイル配布管理システム         システム :  S103GWMM 
                                                           
 次の中から１つを選んでください。                                                
                                                                                 
      1. 新規メッセージの作成                                                    
      2. メッセージ・リストの表示                                                
      3. ディレクトリー照会                                                      
      4. ディレクトリー・メンテナンス                                            
      5. WILPLEX ユーザーへの AS/400 メッセージ送信                              
      6. 世界時計                                                                
      7. クイック・メッセージ表示                                                
      8. クイック送信                                                            
                                                                                 
     11. ウィルスプール・ユーティリティ                                          
                                                                                 
     40. ウィルコム OUTQ インターセプター・メニュー                              
                                                                                 
     50. スプールファイル・インターフェース・メニュー                            
                                                                                
続く ...  
 選択項目またはコマンド                                                          
 ===>                                                                            
 F3= 終了   F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ   F9=ｺﾏﾝﾄﾞ の複写   F12= 取消し   F13=ﾕｰｻﾞｰ･ｻﾎﾟｰﾄ         
 F16=AS/400 ﾒｲﾝ･ﾒﾆｭｰ                                                             
 (C) 著作権 WILKINSON COMPUTER SERVICES                            VSN : 7.11    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

メニューが表示されましたら次ページキーを押します。 
 

MN001301          WILCOMM スプールファイル配布管理システム                      
                                                         システム :   S103GWMM  
次の中から１つを選んでください。                                                
                                                                                
    60. アプリケーション・コントロール・メニュー                                
                                                                                
    70. WILCOMM セキュリティ・メニュー                                          
                                                                                
    80. デモンストレーション・メニュー                                          
                                                                                
    90. サイン・オフ                                                            
                                                                                
                                                                                
                                                                                
                                                                                
                                                                                
                                                                                
                                                                                
                                                                         終り   
選択項目またはコマンド                                                          
===> 60                                                                         
F3= 終了   F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ   F9=ｺﾏﾝﾄﾞ の複写   F12= 取消し   F13=ﾕｰｻﾞｰ･ｻﾎﾟｰﾄ         
F16=AS/400 ﾒｲﾝ･ﾒﾆｭｰ                                                             
                                                                                
 
選択項目またはコマンドに６０（アプリケーション・コントロール・メニュー）を入力し 
実行キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
MN001304          アプリケーション・コントロール・メニュー                      
                                                         システム :   S103GWMM  
次の中から１つを選んでください。                                                
                                                                                
    11. メッセージ・プレフィックス・メンテナンス                                
    12. ユーザー・プロファイル・メンテナンス                                    
    13. システム設定メンテナンス                                                
    14. サービス詳細メンテナンス                                                
    15. メッセージ・ソースファイル作成                                          
    16. コントローラー・ユニット照会                                            
    17. サービス照会                                                            
    18. モニター開始                                                            
    19. モニター活動状況照会 (SUBSYSTEM WILPLEX)                                
    20. モニター停止 (SUBSYSTEM WILPLEX)                                        
    21. WILPLEX エディター・特別機能メンテナンス                                
    22. 世界時計メンテナンス                                                    
    23. 検索テーブル・メンテナンス                                              
    24. WILPLEX ファイルの再構成                                                
                                                                      続く ...  
選択項目またはコマンド                                                          
===> 23                                                                         
F3= 終了   F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ   F9=ｺﾏﾝﾄﾞ の複写   F12= 取消し   F13=ﾕｰｻﾞｰ･ｻﾎﾟｰﾄ         
F16=AS/400 ﾒｲﾝ･ﾒﾆｭｰ                                                             
(C) 著作権 WILKINSON COMPUTER SERVICES                            VSN : 7.11    
 
選択項目またはコマンドに２３（検索テーブル・メンテナンス）を入力し実行キーを 
押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



KOIDE             WILCOMM -  検索 ﾃｰﾌﾞﾙ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                2:22PM   1/09/17  
  新規 ﾃｰﾌﾞﾙ 作成には ､ﾃｰﾌﾞﾙ 名を入力    :                                       
   ﾃｰﾌﾞﾙ        記述                                                             
2  RCV         RCV                                       ｼｽﾃﾑ 値                  
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
                                                                                 
 2= 更新   3= 複写   4= 削除       F3= 終了  F12= 前画面                         
                                                                                 
                                                                                 
 
テーブル“ＲＣＶ”（初期導入時はデフォルト）のオプションに２（更新）を入力し、 
実行を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



KOIDE             WILCOMM - 検索 ﾃｰﾌﾞﾙ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ                 2:26PM   1/09/17  
 検索 ﾃｰﾌﾞﾙ:           RCV                                                      
ﾀｲﾌﾟ:  T    開始／終了行 :   1 999     開始／終了桁 :       1 999    ﾜｲﾙﾄﾞ:     
                                                                                
  ｹﾝｻｸ 内容                      ｱｸｼｮﾝ      ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ                             
                                                                             1  
                                                                             2  
                                                                             3  
                                                                             4  
                                                                             5  
                                                                             6  
                                                                             7  
                                                                             8  
                                                                             9  
                                                                            10  
                                                                            11  
                                                                            12  
                                                                            13  
                                                                            14  
                                                                                
                                                                                
                                                                                
F3= 終了    F5= 入力項目短縮    F8=ｶｰｿﾙ の後に挿入    F12= 前画面               
 このテーブルには登録情報がありません。                                        
 
Ｆ５＝入力項目短縮 
Ｆ５キーを押すことにより、検索テーブルにおけるスペース行が除去されます。（検索テーブ
ルメンテナンスを終了するとき随時実行されます。） 
 
Ｆ８＝カーソルの後に挿入 
Ｆ８キーを押すことにより、現在のカーソル位置の後ろに検索テーブルの入力ラインが１０ラ
イン追加されます。新規に検索の詳細情報を挿入するときにこのキーを使用します。挿入され
た１０ラインの内、使用されなかったラインはこの機能終了時に除去されます。 
 
Ｒｏｌｌｕｐ 
ロールアップキーを押すことにより、最終ライン以降に新規に検索情報設定用のラインが追加
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜見出しレベルの定義＞ 
 
タイプ 
 “Ｔ”を入力します。 
 
開始/終了行 
検索対象とするメッセージテキストの開始、終了行を入力します。  
 
開始/終了桁 
指定された行のどの桁を検索対象とするかを定義します。  
 
＜検索の詳細レベル＞ 
 
検索内容（変数） 
検索したいデータを定義します。自由に検索したい文字列を定義できます。 
 
個々のアクションコード、パラメーターと共に無数の検索内容（変数）を定義することができ
ます。ＷｉｌＣｏｍｍは検索範囲において、まず１番目の変数を検索、なければ２番目のもの
というように全ての変数に対し検索を行い、変数と同じ文字列が検索されたとき、その変数に
定義されたアクションが実行されます。 
 
アクションコード・パラメーター 
アクションコードとそれに関連するパラメーターは以下のとおりです。 
 
アクションコード ファンクション     パラメーター 
   Ｅ     実行          ライブラリー名／プログラム名 
   ￥     開始／終了       検索終了にはブランク 
                     開始にはテーブル名 
 
以下に個々のファンクションの説明を行います。 
 
“Ｅ”－実行 
パラメーターで指定されたプログラムを実行します。プログラムには自動的に以下のパラメー
ターが渡されます。 

１） メッセージ名（１０桁） 
２） ソースファイル名（１０桁） 
３） ソースファイルライブラリー（１０桁） 
４） 検索タイプ（１桁） 
      注記： 使用可能な検索タイプは次のものです。 
                             Ｔ － 送信 
                             Ｃ － 中止 
                             Ｉ － 受信 

 
 
 
 
 
 
 
 



“￥”－終了/開始 
次の２つの機能を行います。 
  終了機能： 
   パラメーターがブランクであった場合、この時点でメッセージ検索が終了します。 
 
  開始機能： 
   パラメーターに分岐したい検索テーブル名を指定します。現在のメッセージに対 
   してここで指定されたテーブルにより処理が行われます。その後、処理は前テーブル 
   の分岐後の行より処理を続行します。（検索テーブルを複数設定する場合に使用） 
 
  “開始”機能使用例 
    ひとつの検索テーブルに膨大な行を定義する代わりに、第１番目のテーブルより 
    複数の検索テーブルの処理を行うことができます。これにより検索テーブルのメン 
    テナンスが容易になります。 
 
 

以上で、検索テーブルの設定は終了です。 
これにより、メールの件名または本文の記述されている内容を元に、 
ユーザーアプリケーションの起動が行われます。 
ユーザーアプリケーションのコーディング方法につきましては、 
別紙「ＷｉｌＣｏｍｍ受信機能サンプルプログラム」を参照して 
下さい。 
 


